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撮影　㈱大武写真館　小関克郎

春だニャー　新生活スタートだニャー春だニャー　新生活スタートだニャー

元
旦
の
新
聞
に
興
味
あ
る
記
事
を
発
見
。﹁
ほ
め
て
認
め
て

ハ
ッ
ピ
ー
に
﹂と
題
し
、ほ
め
達
に
な
っ
て
身
近
に
潜
む
幸
せ

を
見
つ
け
る
団
体
の
紹
介
と
そ
の
勧
め
。﹁
ほ
め
達
﹂
は
、
ほ

め
る
達
人
の
略
。
要
は
、
ほ
め
ど
こ
ろ
の
な
い
人
は
い
な
い
。

ど
ん
な
短
所
も
前
向
き
に
捉
え
裏
返
す
と
長
所
に
な
る
と
。

例
え
ば
、大
ざ
っ
ぱ
は
器
が
大
き
い
、要
領
悪
い
は
丁
寧
で
ず

る
さ
が
な
い
な
ど
。心
を
動
か
す
魔
法
の
言
葉
と
し
て
、す
ご

い
、
さ
す
が
、
惜
し
い
な
あ
、
そ
う
く
る
か
等
が
紹
介
さ
れ
、

会
員
の
体
験
談
も
掲
載
さ
れ
た
。

顧
み
る
と
、特
に
管
理
職
時
代
は
、児
童
や
職
員
と
の
日
々

の
関
わ
り
や
人
事
評
価
で
ほ
め
達
を
目
指
し
て
き
た
よ
う
に

思
う
。
人
は
ほ
め
ら
れ
る
と
自
己
肯
定
感
・
有
用
感
が
く
す

ぐ
ら
れ
意
欲
を
出
し
頑
張
れ
る
。勿
論
、厳
し
い
指
導
が
必
要

な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。だ
が
、普
段
か
ら
何
か
し
ら
優
れ
た
点
を

見
つ
け
的
確
に
評
価
し
励
ま
し
て
い
れ
ば
、
苦
言
も
良
薬
の

如
く
受
け
入
れ
ら
れ
よ
う
。
上
司
に
は
普
段
か
ら
職
員
の
多

面
的
把
握
と
潜
在
的
価
値
探
し
が
求
め
ら
れ
る
。

現
代
の
職
場
で
働
く
人
々
は
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
。
部
下

や
同
僚
を
見
る
視
点
を
肯
定
的
に
変
え
る
だ
け
で
ど
れ
だ
け

多
く
の
人
の
心
が
救
わ
れ
る
こ
と
か
。記
事
に
は
、ほ
め
言
葉

は
﹁
心
の
エ
ア
バ
ッ
グ
で
あ
る
﹂
と
。

い
よ
い
よ
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
職
場
の
人
材
育
成
や
人

と
の
関
わ
り
に
新
た
な
視
点
を
加
え
れ
ば
、
少
し
で
も
希
望

あ
る
職
場
作
り
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
案

外
、
そ
れ
が
職
場
の
究
極
目
標
で
あ
る
生
産
性
向
上
の
鍵
を

握
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

﹁
ほ
め
達た
つ

﹂
に
な
っ
て

職
場
の
活
性
化
を
！

仙
台
市
郡
山
児
童
館
長
︵
前
仙
台
市
立
芦
口
小
学
校
長
︶

榊
井
　
　
裕
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公
益
社
団
法

人
仙
台
南
法
人

会
の
平
成
二
十

八
年
新
春
講
演

会
・
賀
詞
交
歓

会
が
、
去
る
一

月
二
十
六
日

︵
火
︶岩
沼
市
の

竹
駒
神
社
参
集

殿
に
於
い
て
、

ご
来
賓
は
じ
め

多
数
の
会
員
参

加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
春
講
演
会

の
冒
頭
、相
澤
会
長
よ
り﹁
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

取
組
に
よ
り
、
企
業
収
益
は
過
去
最
高
に
な

り
ま
し
た
が
、個
人
消
費
、設
備
投
資
の
弱
含

み
が
見
ら
れ
ま
す
。新
三
本
の
矢
で﹁
一
億
総

活
躍
社
会
﹂
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
東
日
本
大
震

災
後
五
年
が
過
ぎ
去

ろ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
当
管
内
は
、

道
路
や
河
川
の
復

旧
・
災
害
復
興
住
宅

が
建
設
さ
れ
入
居
が

進
ん
で
い
る
市
町
も

ご
ざ
い
ま
す
が
、
今

な
お
仮
設
住
宅
で
の

不
自
由
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
方
々

も
沢
山
お
り
、
復

旧
・
復
興
は
道

半
ば
の
状
況
に

あ
る
よ
う
で

す
。
被
災
者
や

被
災
地
が
一
日

も
早
く
復
旧
さ

れ
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

本
年
度
﹁
税

を
考
え
る
週

間
﹂
に
あ
た
り

租
税
教
育
の
推

進
に
尽
力
し
た

功
績
に
よ
り
、

福
田
茂
仙
台
南

税
務
署
長
よ
り

感
謝
状
を
賜
り

ま
し
た
。
歴
代

の
会
長
を
始
め
役
員
・
関
係
各
位
の
ご
協
力

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
法
人
会

は
、こ
れ
ま
で
税
知
識
の
高
揚
な
ど﹁
税
﹂に

関
す
る
公
益
的
な
活
動
を
幅
広
く
展
開
し
て

参
り
ま
し
た
。今
後
も﹁
税
﹂を
中
心
と
し
た

公
益
活
動
を
さ
ら
に
積
極
的
に
展
開
し
、
よ

り
透
明
性
あ
る
運
営
を
心
掛
け
、
広
く
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

法
人
会
活
動
へ
参
画
し
て
い
る
こ
と
が
企
業

の
誇
り
と
な
り
ま
す
よ
う
励
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。﹂と
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

引
き
続
き
ま
し
て
今
年
の
講
演
会
は
評
論

家
・
拓
殖
大
学

客
員
教
授
石
平

氏
を
お
招
き

し
、﹁
日
本
人
が

知
ら
な
い
中
国

の
実
相
﹂
と
題

し
、
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。石
平
氏
は
、中
国
に
生
ま
れ
一
九
八
八
年

に
留
学
の
た
め
来
日
、
二
〇
〇
七
年
に
は
日

本
国
籍
を
取
得
し
ま
し
た
。
日
中
関
係
・
中

国
関
係
の
評
論
活
動
を
中
心
に
行
っ
て
お

り
、
当
日
も
当
事
者
で
な
け
れ
ば
わ
ら
な
い

現
在
の
中
国
経
済
の
問
題
点
な
ど
を
時
に
会

場
に
笑
い
を
起
こ
し
な
が
ら
、
と
て
も
楽
し

く
分
か
り
や
す
い
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。

第
二
部
の
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
来
賓
紹
介

の
の
ち
、
相
澤
十
四
男
会
長
よ
り
挨
拶
が
な

さ
れ
、成
田
弘
喜
仙
台
南
税
務
署
副
署
長
、一

般
社
団
法
人
宮
城
県
法
人
会
連
合
会
佐
藤
俊

太
郎
事
務
局
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
、
続
い

て
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
仙
台
支
社
副
支

社
長
高
橋
秀
彰
氏

よ
り
乾
杯
の
ご
発

声
を
頂
き
、
開
宴

と
な
り
ま
し
た
。

法
人
会
な
ら
で
は

の
異
業
種
間
で
の

交
歓
会
行
わ
れ
、

仲
間
同
士
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
、

盛
会
裡
の
う
ち
に

終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

仙
台
太
白
支
部

中
村
清
志
司
法
書
士
事
務
所︵
司
法
書
士
業
︶

中
村
　
清
志

︵一社
︶健
康
支
援
フ
レッ
シュ・キ
ラ
リ

︵
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
︶

鈴
木
　
由
美

㈱
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｙ
Ｕ︵
建
設
業
︶

熊
坂
　
大
輔

㈱
ア
イ
エ
ム
エス
設
計︵
設
計
業
︶

石
垣
　
　
豊

㈲
キ
ョ
ー
エ
イ︵
建
設
業
︶

玉
手
　
和
晴

㈱
丸
正
吉
田
店︵
建
設
業
︶

吉
田
　
正
秀

㈱
ポ
ラ
リ
ス︵
人
事
労
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
︶

猪
狩
　
慎
一

㈱
幸
せ
の
種︵
飲
食
業
︶

結
城
　
俊
明

エ
ク
ス
テ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
㈱︵
建
設
業
︶
千
田
　
英
樹

㈲
サ
ンエス︵
内
装
工
事
業
︶

一
刀
　
三
恵

㈲
丸
岸
イ
ン
テ
リ
ア︵
内
装
工
事
業
︶

峰
岸
　
勝
浩

Ａｒ
ｂｏ
ｌ
ｂｅ
ｌ
ｌ︵
同
︶︵
ア
ル
ボ
ルベル
︶

︵
ソ
フ
ト
ウェア
業
︶

鈴
木
　
勇
二

㈱
大
滝
自
然
農
園︵
農
業
︶

佐
藤
　
　
茂

㈱
東
日
本
振
興︵
介
護
業
︶

岩
淵
　
文
子

㈱
栄
杜︵
建
設
業
︶

小
泉
　
穂
高

堀
工
業︵
管
工
事
業
︶

堀
　
　
雄
次

名
取
支
部

㈱
関
下
建
設︵
建
設
業
︶

尾
﨑
　
　
康

㈱
リ
ア
ル
ビッ
ト︵
建
設
業
︶

川
村
　
眞
吾

㈱
星
美︵
看
板
業
︶

星
川
　
義
和

㈱
エフ・ケ
ー・テ
ク
ノ︵
屋
根
工
事
︶

福
島
　
邦
彦

㈱
同
工
務
店︵
建
設
業
︶

小
松
　
祐
介

㈱
マ
ル
キ︵
造
園
土
木
業
︶

木
下
　
勝
利

岩
沼
支
部

㈲
エ
ー
ゼ
ッ
ト
ア
イ︵
廃
品
回
収
業
︶

安
島
　
幸
則

㈱
エ
イ
ワ
住
設︵
住
宅
設
備
業
︶

永
野
　
信
彦

亘
理
支
部

㈲
須
藤
鉄
工︵
鋼
構
造
物
工
事
業
︶

須
藤
　
俊
幸

ハン
コ
の
佐
正︵
印
判・印
刷
業
︶

佐
藤
　
正
人

モ
リ
プ
レ
ゼ
ン
ス
㈱︵
飲
食
業
︶

森
　
　
俊
博

㈱
仙
台
銀
行
亘
理
支
店︵
金
融
業
︶

佐
藤
　
雅
英

㈱
辰
軌︵
建
設
業
︶

麻
生
　
大
輔

平
成
28
年
3
月
29
日
現
在

２
０
１
６
新
春
講
演
会
＆
賀
詞
交
歓
会

開
催
さ
れ
る

平
成
二
十
七
年
度
新
入
会
員
一覧
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︻
国
税
専
門
官
︼︵
大
学
卒
業
程
度
︶

募
集
の
お
知
ら
せ

仙
台
国
税
局
で
は
、バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る

税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
国
税
専
門
官
は
、

国
の
財
政
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、税
務
署

等
に
お
い
て
、調
査
・
徴
収
な
ど
を
行
う
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

○
受
験
資
格

１
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
～
平
成
七
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
者

２
平
成
七
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次

に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
二
十
九
年
三

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者

○
受
験
申
込
受
付
期
間

１
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：

四
月
一
日
︵
金
︶
～
四
月
十
三
日
︵
水
︶

２
郵
送
又
は
持
参
：

四
月
一
日
︵
金
︶
～
四
月
四
日
︵
月
︶

○
受
験
申
込
方
法

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
み
と
し
ま

す
。︵
人
事
院
Ｈ
Ｐ
の
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
︶

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l

※
郵
送
又
は
持
参
で
申
し
込
む
場
合
は
、最
寄
り
の

税
務
署
へ
受
験
案
内
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
第
一
次
試
験

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
九
日
︵
日
︶

○
問
い
合
わ
せ
先

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

電
話
０
２
２
︵
２
６
３
︶
１
１
１
１

内
線
３
２
３
６

北
海
道
新
幹
線
︵
新
青
森
駅
か
ら
新
函
館
北

斗
駅
間
︶
が
、
三
月
二
十
六
日
︵
土
︶
に
開
業
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
東
京
︱
新
函
館
北
斗
間

は
最
短
四
時
間
二
分
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な

り
、
航
空
機
か
ら
新
幹
線
へ
の
転
移
と
潜
在
的

旅
客
需
要
の
掘
り
起
こ
し
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
試
算
で
は
、
開
業
三
十
年
後
に

年
平
均
収
益
は
約
四
十
五
億
円
、
経
済
効
果
は

開
業
五
十
年
後
に
は
約
一
兆
二
、
九

七
〇
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
幹

線
は
航
空
機
に
比
べ
消
費
エ
ネ
ル
ギ

ー
単
価
が
四
分
の
一
、
乗
客
一
人
当

り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
六
分
の

一
で
あ
り
、
気
象
条
件
等
に
よ
る
運

休
の
可
能
性
も
低
く
、
環
境
政
策
や

安
定
し
た
輸
送
力
の
確
保
と
い
う
点

で
も
有
益
だ
と
言
え
ま
す
。
昭
和
四

十
七
年
に
北
海
道
新
幹
線
と
し
て
青

森
市
︱
札
幌
市
間
が
指
定
さ
れ
、
昭

和
四
十
八
年
に
札
幌
市
︱
旭
川
市
間

が
基
本
計
画
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
に
新
青
森
駅
と
新
函
館

北
斗
駅
間
が
着
工
さ
れ
、
新
函
館
北

斗
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
は
、
い
ま
の

と
こ
ろ
平
成
四
十
三
年
春
開
業
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
存
知
の
こ
と

と
は
思
い
ま
す
が
、
新
幹
線
は
昭
和

三
十
九
年
十
月
一
日
、
東
京
駅
︱
新
大
阪
駅
間

に
開
業
し
た
東
海
道
新
幹
線
に
始
ま
り
、
山
陽

新
幹
線
・
東
北
新
幹
線
・
上
越
新
幹
線
・
北
陸

新
幹
線
・
九
州
新
幹
線
、そ
し
て
、ミ
ニ
新
幹
線

と
し
て
山
形
・
秋
田
の
二
路
線
が
運
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

新
幹
線
と
は﹁
新
し
い
幹
線
鉄
道
﹂と
い
う
意

味
で
、﹁
そ
の
主
た
る
区
間
を
列
車
が
時
速
２
０

０
㎞
以
上
の
高
速
で
走
行
で
き
る
幹
線
鉄

道
﹂と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。一
九
六
〇
年
代

か
ら
現
在
ま
で
、
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
二
重
三
重

に
守
ら
れ
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
列
車
同
士

の
衝
突
を
さ
け
る
為
、
列
車
に
自
動
で
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
る
Ａ
Ｔ
Ｃ
が
開
発
さ
れ
、
さ
ら

に
線
路
は
全
面
立
入
禁
止
。
侵
入
す
れ
ば
新

幹
線
特
例
法
で
逮
捕
さ
れ
ま
す
。
車
両
は
グ

ラ
ム
単
位
で
軽
量
化
が
図
ら
れ
、精
密

な
検
査
を
受
け
疾
走
し
て
い
ま
す
。新

幹
線
の
運
転
手
に
な
る
に
は
車
掌
↓

在
来
線
運
転
手
を
経
て
新
幹
線
運
転

手
に
な
る
と
い
う
の
が
現
在
の
主
流

で
す
。鉄
道
の
乗
務
員
・
運
転
手
と
し

て
多
く
の
経
験
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、

事
実
、新
幹
線
を
運
転
し
て
い
る
人
は

四
十
歳
代
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
運
転
手

ば
か
り
で
す
。日
本
で
も
一
・
二
を
争

う
厳
し
い
医
学
・
運
転
適
性
検
査
に

合
格
し
た
人
だ
け
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
又
、
今
ま
で
に
鉄
道
会
社
の
責

任
に
帰
す
る
死
亡
事
故
、及
び
乗
車
中

の
乗
客
が
死
亡
す
る
事
故
が
一
件
も

起
き
て
い
な
い
の
も
特
徴
で
す
。

次
は
、平
成
三
十
九
年
開
業
を
目
指

し
、東
京
︱
名
古
屋
︱
大
阪
間
を
時
速

５
０
０
㎞
で
走
行
す
る
超
伝
導
リ
ニ

ア︵
超
電
導
磁
気
浮
上
方
式
︶が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
広
報
委
員
会
が

パ
ソ
コ
ン
に
﹁
新
幹

線
﹂
を
検
索
、
そ
の

中
か
ら
文
章
を
ま

と
め
ま
し
た
。

新幹線新しい

風

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

平成28年度
第４回

定時社員総会案内
日時　平成28年６月９日（木）

午後４時～
場所　岩沼市：『竹駒神社参集殿』

仙
台
太
白
支
部

日
時
　
四
月
十
三
日
︵
水
︶
午
後
五
時
半

場
所
　
太
白
区
：
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

名
取
支
部

日
時
　
四
月
二
十
二
日
︵
金
︶
午
後
五
時

場
所
　
名
取
市
：
守
屋
寿
し

岩
沼
支
部

日
時
　
四
月
十
九
日
︵
火
︶
午
後
六
時

場
所
　
岩
沼
市
：
竹
駒
神
社
参
集
殿

亘
理
支
部

日
時
　
四
月
二
十
五
日
︵
月
︶
午
後
六
時

場
所
　
亘
理
町
：
二
の
丸

青
年
部
会

日
時
　
四
月
二
十
日
︵
水
︶
午
後
六
時

場
所
　
岩
沼
市
：
竹
駒
神
社
参
集
殿

女
性
部
会

日
時
　
四
月
二
十
一
日︵
木
︶午
前
十
一
時

場
所
　
太
白
区
：
ホ
テ
ル
ふ
じ
や

支
部・部
会
総
会
開
催
案
内
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法
人
会
員
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は

私
は
名
取
市
で
時
計
・
宝
石
の
専
門
店﹁
阿

部
時
計
店
﹂
を
経
営
し
て
お
り
ま
す
。
他
に
も

優
勝
カ
ッ
プ
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
メ
ダ
ル
・
記

章
の
販
売
も
し
て
お
り
、主
に
店
舗
及
び
外
商

で
の
営
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

父
が
起
業
し
て
六
十
年
が
経
ち
、私
も
こ
の

業
界
に
入
り
二
十
年
に
な
り
ま
し
た
。時
代
の

流
れ
に
よ
り
販
売
店
舗
の
多
様
化
・
お
客
様

の
求
め
る
ニ
ー
ズ
、時
計
に
関
し
ま
し
て
は
性

能
の
進
歩
、ま
た
輸
入
時
計
業
界
の
再
編
な
ど

に
よ
り
時
計
業
界
も
様
変
わ
り
し
て
き
ま
し

た
。当
店
も
例
外
で
は
な
く
昨
今
は
時
計
貴
金

属
修
理
等
の
専
門
的
分
野
に
力
を
入
れ
専
門

店
な
ら
で
は
の
品
揃
え
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
時
代
の

流
れ
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
も
、地
域
密
着

で
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
皆
様
の
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

こ
の
度
は
ご
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

名
取
市

㈱
エ
ス
パ
ス

代
表
取
締
役

阿
部
　
辰
弥

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
明
日
を
発
信

東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
岩
沼
の
生
産
者
が
、農
業
ビ
ジ
ネ
ス

の
新
た
な
展
開
を
切
り
開
い
て
い
ま
す
。そ
れ
は﹁
他
産
業
と
の
連
携
﹂そ
し
て﹁
国

際
市
場
へ
の
進
出
﹂。震
災
か
ら
五
年
、ベ
ト
ナ
ム
で
の
日
本
米
栽
培
が
軌
道
に
乗

り
始
め
た
農
業
法
人﹁
野
菜
の
キ
セ
キ
﹂の
村
上
和
之
さ
ん
に
、話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
.
会
社
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

農
業
法
人
﹁
野
菜
の
キ
セ
キ
﹂
は
、
東
日
本
大
震

災
を
き
っ
か
け
に
、﹁
食
と
農
の
新
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂
と
し
て
平
成
二
十
五
年
一
月
に
設
立
し
ま
し

た
。﹁
キ
セ
キ
﹂
に
は
、﹁
奇
跡
を
軌
跡
に
つ
な
げ
る
﹂

と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
岩
沼
の
耕
作
面
積
は
約
三
十
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
う
ち
八
割
が
も
ち
米
で
、
他
に
大
豆
や
葉
物
野

菜
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
米
の
販
売
先
は
、
す
べ
て
契
約
す
る
餅
加
工

会
社
で
す
。
販
売
ル
ー
ト
を
決
め
て
か
ら
動
く
の
が

私
の
や
り
方
。
こ
う
す
る
と
価
格
の
交
渉
も
で
き
る

し
、
作
物
が
余
っ
て
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
求

め
ら
れ
る
品
質
と
収
量
を
継
続
的
に
確
保
す
る
ス

キ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。

Ｑ
.
従
来
と
は
異
な
る
方
法
で
す
ね
？

い
わ
ゆ
る﹁
六
次
産
業
化
﹂と
言
わ
れ
ま
す
が
、六

次
産
業
化
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
生
産
者
が
加

工
品
を
作
っ
て
売
る
の
は
、﹁
こ
れ
だ
け
モ
ノ
が
余

り
、
企
業
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
現
状
で
は
難
し

い
﹂
と
私
は
考
え
ま
す
。

﹁
加
工
の
プ
ロ
に
生
産
物
の
よ
さ
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
一
緒
に
な
っ
て
製
品
開
発
す
る
﹂
と
い
う
の

が
私
の
目
指
す
方
向
。
企
業
と
生
産
者
、
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
を
生
か
し
、
生
産
価
値
を
上
げ
、
利
益
を
確

保
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

Ｑ
.
農
業
を
始
め
た
い
き
さ
つ
は
？

実
家
は
専
業
農
家
で
す
が
、
兄
が
家
を
継
い
だ
の

で
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
貿
易
の
勉
強
を
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
兄
が
政
治
家
に
な
っ
て
し
ま

い
、
や
む
な
く
農
家
を
す
る
こ
と
に
…
。
二
十
七
歳

の
時
で
し
た
。

そ
れ
で
も
震
災
前
ま
で
は
有
機
農
法
に
よ
る
事

業
を
確
立
し
、
活
性
酸
素
消
去
農
法
の
研
究
に
も
力

を
注
い
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
津
波
で
一
切
を
失

い
、
塩
害
で
土
壌
は
変
質
し
、
こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー

ム
が
全
然
役
に
立
た
な
い
。
ど
ん
底
で
し
た
。
新
た

な
戦
略
を
練
る
た
め
、
一
度
原
点
に
帰
り
、
二
、
三

年
か
け
て
世
界
を
見
て
回
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ｑ
.
そ
れ
が
ベ
ト
ナ
ム
進
出
に
つ
な
が
っ
た
の
で

す
か
？

世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
で
米
栽
培
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
距

離
的
に
遠
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
、
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
や
農
業
従
事
者
、
日
本
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
会
社
な
ど
と
の
人
間
関
係
が
い
ち
早
く
構
築
で

き
た
か
ら
で
す
。
海
外
展
開
は
、
お
互
い
を
知
る
ま

で
が
一
番
時
間
の
か
か
る
部
分
。
そ
こ
か
ら
先
は
ス

ピ
ー
ド
が
命
で
す
。

現
在
は
短
粒
種
の
三
毛
作
を
行
い
、
現
地
の
日
本

食
店
な
ど
に
卸
し
て
い
ま
す
。
亜
熱
帯
性
気
候
で
高

品
質
の
米
を
作
る
育
種
・
栽
培
方
法
を
確
立
し
、
中

国
・
香
港
に
も
販
路
を
拡
大
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
.
事
業
の
信
条
は
？

﹁
自
分
を
信
じ
る
こ
と
﹂
で
す
。
そ
こ
が
崩
れ
る

と
、
恐
怖
心
を
打
ち
破
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

︵
取
材
日
　
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
一
日
︶

農
業
組
合
法
人
野
菜
の
キ
セ
キ

岩
沼
市
早
股
字
小
林
一
一
四

℡
０
２
２
３
︵
２
５
︶
２
５
６
５

農業法人野菜のキセキ
理事 村上和之 氏

六
次
産
業
化
と
海
外
進
出
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法
人
会
員
の
皆
様
、い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

弊
社
は
、名
取
で
保
険
代
理
店
を
営
ん
で
お

り
ま
す﹁
有
限
会
社
エ
フ
・
ウ
ェ
イ
ブ
﹂で
す
。

平
成
九
年
に
自
宅
二
階
の
一
室
で
仕
事
を

始
め
、同
敷
地
内
に
小
さ
い
な
が
ら
十
二
年
に

事
務
所
を
建
て
、
十
六
年
に
法
人
化
し
ま
し

た
。震

災
で
自
宅
、
事
務
所
も
半
壊
と
な
り
、
下

増
田
か
ら
杜
せ
き
の
し
た
に
移
転
し
四
年
目

に
な
り
ま
す
。
震
災
の
際
は
、
皆
様
に
色
々
と

助
け
て
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。そ
れ
と
共

に
保
険
の
大
事
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

仕
事
柄
、何
か
あ
っ
た
時
に
掛
け
て
い
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
頂
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

そ
の
為
に
も
、日
々
の
変
化
に
対
応
出
来
る

様
、講
習
を
受
け
た
り
勉
強
を
し
て
い
る
日
々

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
地
域
社
会
へ
貢
献

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

名
取
市

㈲
エ
フ・ウ
ェ
イ
ブ

取
締
役

庄
司
　
妙
子

法
人
会
会
員

の
皆
様
、
い
つ

も
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま

す
。
仙
台
南
法

人
会
青
年
部
会

名
取
支
部
で
支

部
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
、
株

式
会
社
山
輝
の
山
口
と
申
し
ま
す
。
新
年
度

を
迎
え
ま
し
て
平
成
28
年
度
も
よ
り
一
層
、

法
人
会
活
動
を
通
じ
て
皆
様
と
と
も
に
、
健

全
な
納
税
に
よ
る
地
域
貢
献
、
青
年
部
活
動

で
の
租
税
教
育
を
通
じ
た
社
会
貢
献
に
寄
与

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
当
社
は
平
成
14
年
に
山
輝
組
と
し

て
解
体
工
事
業
を
個
人
事
業
と
し
て
、
名
取

市
に
て
創
業
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成
16

年
有
限
会
社
山
輝
へ
改
組
、
平
成
26
年
に
は

株
式
会
社
化
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
現
在

は
解
体
工
事
の
ほ
か
、外
構
工
事
、建
設
系
産

業
廃
棄
物︵
産
廃
︶を
中
心
と
し
た
産
廃
収
集

運
搬
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
思
え
ば
創
業

よ
り
約
13
年
、
斫
︵
は
つ
︶
り
工
事
の
一
人
親

方
か
ら
出
発
し
て
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
ま
し
た

の
も
、お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
、法
人
会
会
員
企

業
の
諸
先
輩
方
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
の

方
々
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
当
社
は
平
成
28
年
度
、
新
た

な
挑
戦
を
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
産
廃
の
中
間
処
理
場
、﹁
山
輝
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
﹂の
開
設
・
操
業
で
す︵
平
成
28

年
２
月
現
在
、
県
へ
の
許
可
申
請
を
済
ま
せ

て
お
り
、
３
月
中
旬
よ
り
操
業
の
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
︶。
こ
れ
ま
で
も
業
容
を
拡
大

す
る
に
あ
た
り
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
回
は
ひ
と
つ
の
集
大
成
と

な
り
ま
す
。
建
設
解
体
工
事
か
ら
収
集
運
搬
、

中
間
処
理
ま
で
を
一
気
通
貫
で
当
社
が
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
無
駄
を
な
く
し
、
効
率
的
な

産
廃
の
処
理
、
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現

す
る
の
が
当
社
の
夢
で
し
た
。
一
般
消
費
者

が
買
い
物
を
す
る
た
め
の
商
品
の
流
通
を
動

脈
と
す
る
な
ら
ば
、
産
廃
の
処
理
は
静
脈
に

よ
く
た
と
え
ら
れ
ま
す
。
血
液
の
循
環
は
動

脈
と
静
脈
が
双
方
と
も
ス
ム
ー
ス
か
つ
適
正

に
流
れ
な
け
れ
ば
健
全
な
社
会
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
産
廃
中
間
処
理
業
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
規
模
が
小
さ
い
当
社
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、常
に
挑
戦
を
続
け
、産
廃
の
ス
ム
ー
ズ
な

処
理
、
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
法

人
会
活
動
を
通
じ
て
健
全
な
企
業
体
質
づ
く

り
を
学
ぶ
と
共
に
、
会
員
企
業
の
皆
様
の
ご

指
導
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

㈱
山
輝

代
表
取
締
役
　
山
口
　
健
一

︵
第
五
十
一
便
︶

常
に
挑
戦
！

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便
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レ
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デ
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発
行
人
　
　
会
　
長
　
相
澤
 
十
四
男

編
　
集
　
　
広
　
報
　
委
　
員
　
会

当
法
人
会
で
は
広
報
誌
﹁
せ
ん
だ
い
美
名

実
﹂
な
ど
発
送
時
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
折
込

広
告
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。︵
但
し
、
広
告
内
容
に

よ
っ
て
は
ご
要
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。︶

規
格
は
Ａ
４
版
。

一
枚
に
つ
き
二
十
円
︵
手
数
料
込
︶

広
告
募
集
中

せんだい美名実
第 298号 仙

台
南
法
人
会
で
は
広
報
誌
﹁
せ
ん
だ
い
美

名
実
﹂の
設
置
場
所
の
提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

頼
む
か
ら
仕
事
を
さ
せ
て
く
れ
！
手
塚
治
虫

氏
﹁
マ
ン
ガ
家
﹂
が
癌
で
入
院
中
の
最
後
の
言
葉

で
し
た
。
私
の
同
級
生
や
、
知
人
に
は
定
年
後
も

働
い
て
い
る
人
が
多
く
居
り
ま
す
。調
査
機
関
発

表
に
よ
る
と
、男
性
年
金
受
給
者
の
う
ち
七
五
％

が
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
理
由
は
﹁
経
済
上
﹂
が

最
も
多
く
、﹁
社
会
参
加
・
生
き
が
い
・
健
康
の

為
﹂
等
と
言
う
人
が
最
も
多
い
中
、
今
後
も
こ
う

し
た
世
代
の
労
働
人
口
は
増
え
そ
う
で
あ
り
ま

す
。
私
も
そ
の
一
人
と
し
て
生
涯
現
役
を
宣
言

し
、
日
々
健
康
に
留
意
し
、
社
会
参
加
を
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

︵
広
報
委
員
　
堀
内
文
子
︶

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
﹂を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。当
管
内
小

学
校
五
十
五
校
へ
応
募

依
頼
を
し
、今
年
は
十
三

校
よ
り
三
一
一
枚
が
集

ま
り
、
一
月
二
十
六
日

︵
火
︶に
開
催
さ
れ
た﹁
新

春
講
演
会
＆
賀
詞
交
歓
会
﹂
会
場
に
於
い
て

参
加
者
に
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仙

台
南
法
人
会
会
長
賞
に
は
岩
沼
市
立
岩
沼
小

学
校
髙
野
ひ
か
り
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。当
日
は
県
女
連
主
催﹁
子
ど
も
の
村
東

北
﹂へ
の
寄
付
も
併
せ
て
お
願
い
し
、総
額
五

万
七
一
一
五
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
支

援
を
頂
い
た
方
々
へ
紙
面
を
お
借
り
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

確
定
申
告
Ｐ
Ｒ

活
動
報
告

一
月
三
十
一
日︵
日
︶正

午
よ
り
、
太
白
区
に
あ
る

ラ
ラ
ガ
ー
デ
ン
長
町
に
お

い
て
、
仙
台
南
税
務
関
係

団
体
協
議
会
傘
下
の
団
体

が
早
め
の
確
定
申
告
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。女

性
部
会
-元
気
が

で
る
新
年
会

二
月
二
十
一
日
︵
日
︶

～
二
十
二
日
︵
月
︶
に
秋

保
﹁
ホ
テ
ル
瑞
鳳
﹂
に
お

い
て
女
性
部
会
恒
例
行

事
で
あ
る
﹁
元
気
が
で
る

新
年
会
﹂
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
部
会
員
多

数
参
加
の
下
、
当
ホ
テ
ル

租
税
教
室
開
催
！

毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
小
学
六
年
生

を
対
象
と
し
た
租
税

教
室
を
開
催
。
青
年
部

会
・
女
性
部
会
・
本

部
の
皆
さ
ん
が
講
師

と
な
り
、
亘
理
町
立
吉

田
小
学
校
、
仙
台
市
立

長
町
小
学
校
、仙
台
市
立
人
来
田
小
学
校
、岩

沼
市
立
岩
沼
小
学
校
、
仙
台
市
立
大
野
田
小

学
校
、名
取
市
立
那
智
が
丘
小
学
校
、山
元
町

立
山
下
第
一
小
学
校
の
七
校
に﹁
租
税
教
室
﹂

を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
、ク
イ
ズ
形
式
で
授

業
を
す
す
め
な
が
ら
手

作
り
の
教
材
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
視
聴
し
、
最
後
に
一
億

円
︵
レ
プ
リ
カ
︶
を
ケ
ー

ス
の
中
か
ら
取
り
出
す

と
教
室
に
ど
よ
め
き
が

上
が
り
、
み
ん
な
互
い
持

ち
上
げ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
寒
い
中
、
朝
早
く
か
ら
﹁
税
﹂
の
大
切

さ
を
伝
え
る
授
業
の
講
師
を
し
て
頂
い
た
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

入
賞
作
品
決
定
！

女
性
部
会
で
は
租
税
教
育
推
進
の
一
環
と

し
て
当
管
内
の
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に

総
支
配
人
安
齋
松
一
氏

を
講
師
に
迎
え
、﹁
お
も

て
な
し
の
心
得
﹂
と
題

し
て
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
の
あ
と

は
仮
装
あ
り
、
踊
り
あ

り
の
今
年
も
笑
顔
が
絶

え
な
い
﹁
元
気
が
で
る

新
年
会
﹂
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
も
皆
さ
ん
と

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
是
非
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

決
算
法
人
説
明
会

二
月
二
十
四
日

︵
水
︶
太
白
区
中
央
市

民
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
に
お
い
て
一
・
二
・

三
月
に
決
算
を
迎
え

る
法
人
を
対
象
に
﹁
決

算
法
人
説
明
会
﹂
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
申

告
書
を
作
成
す
る
上
で
知
っ
て
お
き
た
い
基

礎
的
な
知
識
を
中
心
に
研
修
な
ど
、
会
員
・

一
般
の
方
も
含
め
沢
山
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

仙
台
市
内
三
会
合
同
研
修
会

三
月
九
日
︵
水
︶
ハ

ー
ネ
ル
仙
台
に
お
い

て
仙
台
市
内
三
会
合

同
研
修
会
﹁
や
さ
し
く

わ
か
る
総
務
・
庶
務

の
実
務
﹂
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
は
、

会
員
・
一
般
の
方
も

含
め
沢
山
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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